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11月定例会

「みてみて！みんなの干し柿でーきた」
� －秋鹿幼稚園－
近所のお宅で柿をとらせてもらい、園児が自分たち
で干し柿づくりをしました。おやつにどれを食べる
か選んでいるところです。�〈取材：たちばな委員・小澤委員〉

委員会行政視察報告
議会運営委員会ほか4つの常任委員会が視察 P12~14

11月定例会一般質問
19人の議員が質問 P5~9

11月定例会
補正予算、条例の制定・改正、議員提出案件の審査結果 P2~4
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松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例、
総合体育館改修、電力・ガス・食料品等
価格高騰対策などを審議令和5年11月28日～12月20日

11月定例会

今議会は、市長提出議案64件を審議し、すべて原
案どおり可決（全会一致60件・賛成多数4件）しま
した。また議員提出議案5件を可決しました。

一般質問には19人の議員が立ち、市長の政治姿勢、
令和6年度予算編成に向けた考え、松江市地域公共交
通計画、子育て支援などについて市長はじめ執行部
の見解を問いました。

議員提出案件の審査結果議員提出案件の審査結果
件　　　　　　　　　名 結　　果

議員提出議案	 第 4号 松江市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 原案可決（全会一致）
議員提出議案	 第 5号 企業版ふるさと納税制度の延長を求める意見書について 原案可決（全会一致）
議員提出議案	 第 6号 緊急浚渫推進事業債の延長を求める意見書について 原案可決（全会一致）
議員提出議案	 第 7号 認知症との共生社会の実現を求める意見書について 原案可決（全会一致）
議員提出議案	 第 8号 パレスチナ地域における人道支援に関する決議について 原案可決（全会一致）

松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例の制定について
都市ガス事業を将来にわたって継続・発展させることができる譲渡先事業者を選定するため、松江市ガス事業
譲渡先選定委員会を設置するもの。（3ページに関連記事）
松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例の一部改正について
障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律の改正を踏まえ、事業者による合理的配慮の提供を義務化
するもの。（3ページに関連記事）

条例の制定・改正（主なもの）

1、�新型コロナウイルス感染症対策、電力・ガス・食料品等価格高騰対策� �
（宿泊施設高付加価値化、指定管理者支援ほか）� 2億151万円

2、�その他の政策的事業� �
（�「雨の日でも遊べる空間」の充実、新庁舎建設にかかる建設資材価格の上昇等
への対応、災害復旧ほか）� 2億2,664万円

3、�財務調整に係る補正� �
（財政調整基金積立金、長期債償還元金ほか）� 20億2,425万円

4、�令和4年度補助採択に伴い令和5年度に不用となった事業費の減額
� ▲2億9,424万円
※�このほか、松江市総合体育館改修整備管理運営事業費について、令和6年度から令和18年度ま
での期間で総額42億2,247万円の債務負担行為（次年度以降も支払いを約束すること）を設定。

令和5年度松江市一般会計補正予算（第6号）　21億5,816万円増

1、�物価高騰対策� �
（住民税非課税世帯に対して1世帯当たり7万円を追加給付）� 15億2,250万円�
（燃料価格高騰の影響を受ける交通事業者への支援）� 1,001万円

2、�給与条例等の改正に伴う人件費等の補正� �
（職員人件費、議会関係経費、公民館関係経費ほか）� 3億1,360万円

3、�衆議院議員補欠選挙にかかる補正� �
（補欠選挙にかかる準備経費）� 2,315万円

令和5年度松江市一般会計補正予算（第7号）　18億6,926万円増

審議した議案等
市 長 提 出 案 件 64件

内
　
訳

条 例 案 件 7件
一 般 案 件 36件
予 算 案 件 21件

議 員 提 出 案 件 5件
陳　　　　 情 2件
合　　　計 71件

令和5年11月補正予算の概要
（松江市ホームページへ）

第6号
（PDFファイル：2.3MB）

第7号
（PDFファイル：1.4MB）
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 指定管理者の指定について 
※�ふるさと館、八雲構造改善センター、松江市八雲山村広場、折原本郷地区農村公園及び折原地区広場緑地等利
用施設の指定管理者として特定非営利活動法人八雲総合サービス協会を指定するもの
●松江市八雲山村広場にあるテニスコートの芝の張り替えの要望が出ており、修繕箇所に応じ改修をしていきたい。

経済委員会… 議案11件「原案可決」� （12/11開催）

常任委員会報告〈主な審査内容（質問に対する市の答えを掲載しています。）〉

総務委員会… 議案18件「原案可決」� （12/7開催）

 松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例の制定について 
※�9月定例会で閉会中の継続審査となっていた本議案について、11月17日に閉会中審査を行いましたが、委員よ
り「公民館での説明会が全部終わっていないことから、後日改めて審査したい」との意見があったため、12月
7日に再度審査を行いました。経済委員会との連合審査会では、委員からの質疑に対し、以下の答弁がありました。

●�譲渡先選定委員会で検討する譲渡先の選定条件として、地元業者への配慮を最大限盛り込めることを検討して
いただくように進めていきたい。
●�民営化に関する説明のため、現在も引き続きお客様宅への訪問を実施しているところであり、今後も積極的に
実施していきたい。

 松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例の一部改正について 
●�民間事業者による合理的配慮の提供が努力義務から義務化されることについては、各
商工会議所、旅館ホテル組合、医師会、弁護士会等を通じてチラシの配布をお願いし
たり、役員会等で説明をさせていただいており、市報やホームページでの周知も行っ
ている。
　�事業者による合理的配慮とは、過度な金銭的負担とならない範囲で実施する配慮のこ
とであり、スロープや障がい者トイレへの改修といったところまでは義務化されてお
らず、車椅子の方の介助を行うなど、障がいのある方との対話を大切にし、対応する
ものである。義務化となることによる施設の修繕に対する市からの補助はなく、全国
的にみても補助のない自治体が多数である。

教育民生委員会… 議案16件「原案可決」、陳情1件「不採択」� （12/8開催）

建設環境委員会… 議案4件「原案可決」� （12/11現地視察、12/12委員会開催）

 市道路線の認定について 
●�私道を市道へ編入する議案の議会上程時期については、市道
編入の相談を受けてから、市道認定要綱に合致しているかな
どを確認し、その直近の議会に諮ることとしている。

【現地視察】
市道西尾大井線関連大橋川改修工事を視察
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●質疑のあった項目 ①戸籍や住民票交付におけるコンビニエンスストアの利用状況　ほか

●執行部の答弁 ①�コンビニエンスストアでの交付件数が年々伸びており、現在、有料での交付件数の
2割近くとなっている。

●質疑のあった項目 ①特別支援学級整備事業について　ほか

●執行部の答弁 ①�令和6年度に特別支援学級を新増設する予定の小中学校において、児童・生徒の受
け入れに必要な整備を行うための事業費である。令和5年度は560人が在籍して
いるが、令和6年度は586人が在籍する予定であり、15学級を新設あるいは増設
する予定である。

●質疑のあった項目 ①移住支援事業費の事業の内容と利用実績について　ほか

●執行部の答弁 ①�東京一極集中の是正を目的に、国が定めた制度を活用し東京圏（東京都、埼玉県、
千葉県、神奈川県）から松江市内で就業や起業をする移住者に対し、支援金を支給
する事業となる。対象者は、居住の要件と就業の条件があり、補助金の申請日から
5年以内に市外へ転出した場合や退職した場合については、補助金の返還規定も設
けている。
　�利用実績は令和2年度6件、令和3年度7件、令和4年度17件となっており、令
和5年度は相談中も含めて単身移住13件、世帯移住13件のあわせて26件である。

●質疑のあった項目 ①道路事業の繰越しによる社会資本整備総合交付金などへの影響について
②工事の入札不調に係る工期の設定について　ほか

●執行部の答弁 ①�補助事業の予算化は、毎年度、中期財政見通しに基づき予算要求しており、社会資
本整備総合交付金なども計画額に従い国や県に対し要求しているので、次年度に繰
り越すことによる影響は少ないと考える。
②�工期の算定については、県の積算基準に基づき工期を設定している。また、発注に
あたり複数の小規模工事をまとめることで工期を長くし、作業員等の人員を確保し
やすくするなど、入札不調とならないような調整も行っている。

総
務
分
科
会（
　 

）
12／7

経
済
分
科
会（
　 

）
12／11

建
設
環
境
分
科
会（
　 

）
12／12

 令和5年度松江市一般会計補正予算（第6号）  

教
育
民
生
分
科
会（
　 

）
12／8

予算委員会… 議案15件「原案可決」� （12/15、12/20）

 令和5年度松江市一般会計補正予算（第7号） ほか議案13件 
●物価高騰対策について
　給付金について、「令和5年度の住民税が非課税の方などが対象で、前回令和5年6月の給付以降に課税状況
などの変更がないか先行して調査している。給付は令和6年2月頃になる見込みだが、できるだけ前倒しでき
るよう作業を進めたい」との答弁がありました。
●�松江市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について及び松江市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例の一部改正について
　討論では「人事院勧告に基づき上がるときは上げる、下がるときは下げる判断をしてきたので賛成」、「国の法律、
人事院勧告に準じて引き上げる根拠がなく、市民の理解は得られないと考え反対」との意見があり、採決では
賛成多数で可決されました。
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11月定例会では、12月4日、5日、6日の3日間にわたり19人が一
般質問を行いました。
紙面の限りがあるため質問した議員本人が通告した項目の中から一つ

を選び、要旨をまとめたものを掲載しています。なお、写真右のQRコー
ドを読み取っていただくと当日の映像をご覧いただけます。月定例会 一般質問

市政のここが聞きたい　19人の議員が質問11
石
いし

倉
くら

　茂
しげ

美
み

（志翔の会）
森
もり

脇
わき

　勇
はや

人
と

（松政クラブ）

⿟来年度予算編成について
●中期財政見通しについて
⿟市長の市政運営、議会とのかかわり
について
⿟原子力発電施設等立地地域の振興に
関する特別措置法について� 他6件

今後の財政運営の課題と方向性は
公債費比率を中核市並みに下げることを求め、計画以

上の繰上償還を行い投資的経費が抑制されてきた。今後
の繰上償還、投資的事業、人件費など経常経費の増加に
対する考えを伺う。

地方債のバランスと、機動的な運用に 
対応できる財政基盤を確保する

公共施設の適正化やデジタル化による業務の効率化な
どの財政健全化策を講じるとともに、有利な財源の活用
を通じて基金の積み増しに努め、機動的な運用に対応で
きる財政基盤を確保する必要がある。また、繰上償還に
ついては今後も地方債の新規発行と償還のバランスを確
保し、投資的経費は今後5年間の普通建設事業において
一定規模の事業費を積みあげている。経常経費について
は職員の適正管理、公共施設の適正化、自主財源確保の
ためのネーミングライツなどの取り組みを強化したい。

質 問

回 答

⿟インボイス（適格請求書）
●夜間中学の設置
⿟マイナンバーカードをめぐる問題
⿟介護保険制度
⿟松江市ガス事業民営化基本方針

夜間中学の必要性について 
検討いただきたい

2016年には国において教育機会確保法が成立し、
2020年の国勢調査によると本市には最終学歴が小学校
卒の方が1,338人おられる。戦前、戦後の情勢や、今日
では不登校や病気などにより思うように学校に通えなかっ
た方の学び直しの機会、そして外国籍の方の教育を受け
る機会としても、夜間中学の設置の必要性について検討
いただきたい。

県内の各教育委員会と 
情報共有や意見交換を行う

夜間中学の設置は、十分に教育を受けられなかった方
や外国籍の方など、幅広い方々を対象に義務教育を受け
る機会を保障する面から意義がある。一方で、多様な学
習ニーズに即した学びの場として県立宍道高校が設けら
れている現状も踏まえ、県内の各教育委員会と話し合い、
必要に応じて県教育委員会に要望していく。

質 問

回 答

⿟職人商店街の活性化について
●島根スサノオマジックの集客について
⿟農業問題について
⿟小学校開校150年について

18歳以下の入場料は松江市が補助し、 
入場者数を確保してはどうか

18歳以下の入場料は松江市が補助し、入場者数を確保
してはどうか。

球団と連携して、子どもたちが 
観戦しやすい環境づくりを進める

松江市総合体育館で開催される26試合のうち、開幕
戦や最終戦など8試合は、大人も子どもも同額の料金設
定になっているが、それ以外の18試合については、子
ども用に1,000円のシートが設けられている。令和5年
10月には、活動に協力していただいた児童や学生を無料
で招待した。
今後も、平均入場者数4千人以上の確保とともに、子

どもたちの無料招待や、低料金で観戦できる機会を設け
るなど、球団と連携し子どもたちが観戦しやすい環境づ
くりを進めていく。

質 問

回 答

●海外視察の成果について
⿟令和6年度予算化について
⿟出雲・仙台便FDA路線の継続について
⿟認知症バリアフリーの推進について

連携方策を検討し、実現可能性が 
高いと判断したものは何か伺う

アメリカでの企業訪問やシンポジウム開催、Ruby関
係者訪問等により連携方策を検討した結果、何をどう実
現可能性が高いと判断したのか伺う。

物流などのベンチャー企業等の 
具体的な紹介を受けた

企業訪問や意見交換を行い、市内企業と協働できる可
能性がある物流・環境・福祉分野のベンチャー企業や人
材について具体的に紹介を受けた。中でも物流サービス
を提供するスタートアップ企業とは、地元企業とともに
オンラインミーティングを重ね、ビジネスベースの採算
性について検討を図っている。また、シンポジウムで面
会した日本の技術系企業からは移動サービスに関する社
会実験の相談を受け、その後本市に視察に訪れるなど、
地元企業とともに具体的な検討を進めている。

質 問

回 答

会派代表質問 会派代表質問

米
よね

田
だ

　ときこ
（明政会）

会派代表質問

津
つ

森
もり

　良
りょう

治
じ

（民主ネットワーク）

会派代表質問
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●こども家庭センター設置後の子育て
支援（特に産後ケア事業について）
⿟小学校区に存在する飛び地や凸凹地
域について（通学路の安全確保の面
並びに健康面から考える）
⿟不登校について
⿟松江テルサの使用状況と今後の活用
策について� 他2件

こども家庭センター設置後の状況と 
一時預かり事業の今後の展望は

こども家庭センター設置後の状況と一時預かり事業の
内容と現状、さらに今後の展望について伺う。

幅広い相談対応が可能となり、 
一時預かり事業のさらなる充実を図る

センターを設置し相談窓口を一本化した結果、乳幼児
の発育・発達に関する相談から育てにくさや虐待の懸念
に関する相談まで幅広い内容に対応可能となった。
一時預かり事業は、保護者の心理的、身体的負担の軽

減を図り、安心して子育てできる環境整備上、重要と認
識している。0歳児を受け入れている13施設のうち、2
施設が生後57日から受け入れている。近年、特に生後
間もない乳児の預かりへのニーズもあり、生後8日目か
らの預かりを検討中の助産院もある。保護者のニーズを
的確に把握し、事業の更なる充実を図っていく。

質 問

回 答

⿟松江産アワビの栽培漁業および陸上
養殖の現況と今後の見通しについて
⿟過疎計画の進捗状況と市の考え方に
ついて

●一畑バス廃止路線の対応について
⿟松江市都市マスタープランについて

4路線廃止の申し入れに対し、 
市の考えと対応策をもっているのか伺う

来年2024年9月末で4路線を廃止するという一畑バス
からの申し入れに対しては、松江市としてどのような考
えがあり、現時点で何らかの対応策をもっているのか伺う。

地域住民への影響が少ない形で 
検討していく

一畑バスから11月17日に路線廃止の申し入れを受け
て以降、一畑バスや、当該路線に関係する雲南市、安来
市とともに対応策を協議している。具体的な対応策とし
て、一畑バスの他路線との調整による路線維持、コミュ
ニティバス・AIデマンドバスなどによる代替、交通事業
者への当該路線の運行委託などが想定されるが、各路線
の状況を踏まえて、地域住民への影響が少ない形で検討
していきたいと考えている。

質 問

回 答

⿟エネルギー高騰および物価高騰対策
⿟労働条件審査
⿟小中学校のトイレの洋式化
●手話言語条例
⿟補聴器の購入助成制度

ろう者および手話通訳者の人数と 
手話言語条例の取り組みを伺う

ろうあの団体と意見交換を行った。約30分であった
が手話通訳者が2人必要であった。現在、手話通訳者は
足りておらず、災害時に取り残されるのではないかとの
不安の声もある。手話言語条例は出雲市と益田市にあり、
当市でも条例の制定は必要と思うが、ろう者および手話
通訳者の人数と条例制定の取り組みについて伺う。

手話言語条例制定のため検討を進める
手話を主な言語としている聴覚障がい者は約100人

と把握しており、手話通訳者は31名が登録されている。
また、松江市身障者福祉協会より条例制定の要請を受け
ており、手話は言語であるとの認識に基づき、手話への
理解と普及を推進し、手話を必要とする方の意思疎通の
権利も尊重される共生社会の実現に向けて、松江市聴覚
障害者協会と条例制定のための具体的な協議を始めて
いる。

質 問

回 答

⿟SDGs未来都市の取り組みについて
⿟脱炭素先行地域の取り組みについて
●まち歩きマップについて

松江市全体において、今後どのように 
まち歩きマップを活用していくのか

SDGs未来都市や脱炭素先行地域を推進する松江市全
体において、今後どのようにまち歩きマップを位置づけ
て広く活用していく考えなのか伺う。

健康づくりやマイクロツーリズムとして、 
観光振興にも活用していく

現在、このマップを活用し、公民館や地元ガイドの協
力を得て、「歴史のまち歩き」と題したウォーキングイベ
ントを実施している。マップを使ったまち歩きは、地域
の知られざる歴史の探訪や地域資源の掘り起こしと合わ
せ、健康づくりや歩いて楽しめるマイクロツーリズムと
して、観光振興にも活用できる。今後は、誰でも気軽に
スマートフォン等で利用できるよう、デジタルマップア
プリへの文化資源情報の登載等、市民、旅行者、民間事
業者の皆様が幅広く使える方法を検討していく。

質 問

回 答

太
おお

田
た

　　哲
さとし

（公明クラブ）

岩
いわ

本
もと

　雅
まさ

之
ゆき

（志翔の会）

原
はら

田
だ

　　守
まもる

（松政クラブ）

細
ほそ

木
ぎ

　明
あけ

美
み

（明政会）

会派代表質問
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●路線バスについて
⿟会計年度任用職員について

路線バス運行のための貸切バス運行抑制分
について支援する考えはあるか

人員が限られるなか、路線バスを確保していくために
は行楽シーズンの貸切バスの運行を減らし、その分の運
転士を充てるしかないのではと思う。そのためには貸切
バスで出たであろう利益分を支援しなければ路線確保は
難しいと考えるが市の考えを伺う。

財政支援による損失補填が前提となる 
恐れがあり、安易に導入すべきでない

松江市としても、一畑バス・交通局とも貸切バスの受
注を抑制しながら路線バスの安定的な運行に務めている
ことは承知している。利益補償については財政支援によっ
て損失補填が前提の事業運営となってしまうという恐れ
もあり、安易に導入すべきではないと考えている。一方、
運転士不足対策について交通事業者と連携し、関係者と
も協議を重ねていく。

質 問

回 答

●松江城の南側に計画されている「19
階建ての高層マンション」について
⿟上定市長にとって国際文化観光都市、
松江の本来的なあり方について
⿟松江水郷祭運営の開催の基本的な考
え、並びに今後について

現在の計画を知ったのはいつで、 
どういう協議を行って方針を決めたのか

事業者の最初の来庁以降の内部協議の流れと対応方針
を問う。

令和4年10月27日の相談で知り、 
景観計画に基づき協議を行った

最初に当該地の景観上の基準や広告物の基準についての
相談があり、この計画を知った。このとき提出された書類で
は、建物高は地盤高を加えても松江城天守からの眺望の高
さを超えておらず、眺望基準に適合するものとして協議した。
その後、数回の協議を経て令和5年9月21日に提出され

た資料において、マンションの高さが前回資料よりも高く
なっていることを知った。眺望基準に適合しない恐れがあ
ると判断し、当該基準に適合するように事業者へ指示した。
このことについて、9月27日に担当部局から市長へ報告を
行い、市長からは事業者において再検討がなされた上で正
確な合成写真の提出を求めるよう担当部局へ指示があった。

質 問

回 答

●官民連携による小型家電と大型家電
4品目の収集運搬事業について
⿟不要布団のリサイクルについて
⿟屋根付き遊具等のある公園整備につ
いて
⿟受動喫煙防止対策について

官民連携による大型家電4品目の 
収集運搬事業を取り入れるべきではないか

他市において、廃棄する大型家電4品目とあわせて小
型家電を回収するほか、事前のリサイクル券の用意を不
要とする事業が開始されており、市民にとって非常に便
利だと考える。市民サービス向上と正しいリサイクルの
促進を図るため、官民連携による小型家電と大型家電4
品目の収集運搬事業を、処理方法の選択肢の一つとして
取り入れるべきと考えるが見解を伺う。

官民連携については、積極的に 
取り組んでいきたいと考えている

廃棄家電を収集運搬する事業者は、小売業者でないた
めリサイクル券を取り扱うことができず、利用者は一旦
郵便局でリサイクル券を購入してから収集を依頼しなけ
ればならない状況にある。市民サービス向上と、正しい
リサイクルの促進を図ることのできる官民連携について
は、積極的に取り組んでいきたいと考えている。

質 問

回 答

⿟まつえ循環プロジェクト
⿟台湾との交流促進
●松江カントリークラブ跡地のメガソー

ラー建設

協定締結の際の松江市の立ち位置は
6月議会で提案した、メガソーラー事業がつつがなく

履行されるための提言、設計書通りに操業されているか
の立入調査、生命、財産が侵害された場合の補償などを
含めた協定について、自治会が協定締結に向けて積極的
に取り組んでいる。この際の松江市の立ち位置について
伺う。

立会人として協定の内容や 
締結スケジュールについて協議を進める

自治会、公民館、地域の自治会連合会の協議において
は、協定の実効性を担保するため、オブザーバーとして
の立会人として適時指導、助言を行う立場が望ましいと
の意見が出された。これを踏まえて、本市は立会人とし
て協定の内容や締結ス
ケジュールについて協
議を進める。

質 問

回 答

海
かい

德
とく

　邦
くに

彦
ひこ

（公明クラブ）

村
むら

松
まつ

　りえ
（志翔の会）

山
やま

根
ね

　　宏
ひろし

（民主ネットワーク）

錦
にしこおり

織　伸
のぶ

行
ゆき

（会派に属しない議員）
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⿟入札・契約制度の在り方
⿟空き家対策
⿟IT産業振興
⿟産後ケア
●子どもの食物アレルギー
⿟不適切保育

アレルギー対応食を提供できない 
学校について今後の対応策を伺う

アレルギー対応食を提供できない26校にはどのよう
な課題があるのか、その課題に対して今後の対応策を伺う。

施設の老朽化に伴う改修に併せて 
専用調理室を設置する

市内にある3つの学校給食センター（北・西・東出雲）
では、調理場が狭くアレルギー食提供のための専用スペー
スを確保することが困難な状況にある。
今後、施設の老朽化に伴う改修

に併せて専用調理室を設置するこ
とで、安全性を最優先にしたアレ
ルギー対応食を提供できるように
していきたい。

質 問

回 答

●生理用品の無償配置について
⿟航空便の活性化について
⿟公共交通の現状と対策について
⿟人手不足と自動運転やロボット技術
の導入について
⿟学校のトイレ洋式化について
⿟認知症対策について

レッドボックスとの連携に加え公費による
生理用品の無償配置を導入すべき

松江市が女性に優しいまちとして、外出先で女性の皆
さんが困ることがないように、管理が行き届きかつ利用
者数が多い市内の公共施設において、女子トイレの個室
内にレッドボックスと連携した生理用品の無償配置を今
より拡充したり、公費による生理用品の無償配置を提案
するが所見を伺う。

市役所本庁舎に無償提供できる機器の 
設置を進める

本市では、国際チャリティー団体のレッドボックスジャ
パンとの連携による生理用品の無償設置の取り組みの拡
充に加えて、市役所本庁舎に令和5年度中をめどに生理
用品を無償提供できる機器を設置して、利用された方の
意見を伺いながら検証を進めていきたい。

質 問

回 答

⿟松江大橋南詰源助祭の継承について
●幼稚園19園と幼保園4園、合計23

園の統廃合について
⿟幼稚園周辺の安全対策について
⿟樹木に対する考え方について

今後の幼稚園、保育所の在り方について
どのような検討をするのか

現在、特に幼稚園への入園児の減少傾向が著しい。今
後の幼稚園、保育所の在り方をどう考えているのか。また、
行政がこれだけの数の幼稚園、保育所を整理合併すると、
民間の保育所が大変な事態になる恐れがあると考えるが、
どのような検討をするのか。

中学校区を1つの単位として、 
幼稚園、保育所の再編の検討を進める

一部の幼稚園や保育所においては、年齢別のクラス編
制が困難となる園児数がおよそ20人以下の施設が増え
ており、集団教育の場を維持することが難しくなっている。
今後は中学校区を1つの単位とし、一定規模の集団人

数を確保し適切な幼児教育・保育が提供できるよう、再
編を検討していく。また、民間の認定こども園の設置状
況を含めて、地域ごとの現状を考慮しながら進めていく。

質 問

回 答

⿟認知症対策について
●まつえ市民大学について
⿟高齢者活躍推進に向けた施策ついて

令和6年度の受講者募集について方針を伺う
まつえ市民大学について、令和5年度中に抜本的な見

直しを図るとされているが、令和6年度の募集はどうさ
れるのか。

まつえ市民大学に代わる新たな学びの場
を提供する予定

まつえ市民大学は令和5年度末をもって終了すること
とし、令和6年度からはそれに代わる新たな学びの場を
本市直営で提供する。
カリキュラムについては市民の関心が寄せられている

防災・減災に資するノウハウや、専門的な知見を有する
民間企業、健康・衛生関連の専門家が在籍する医療機関
などと連携して魅力的なプログラムを編成したい。また、
出前講座なども活用して費用対効果も考慮した内容を企
画し、カリキュラムがまとまり次第、広く市民を対象に
受講者を募集する予定である。

質 問

回 答

三
み

島
しま

　　進
すすむ

（松政クラブ）

田
た

中
なか

　明
あき

子
こ

（公明クラブ）

中
なか

村
むら

　ひかり
（志翔の会）

長
は

谷
せ

川
がわ

　修
しゅう

二
じ

（公明クラブ）
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（議会事務局 TEL 55-5432）

2月定例会日程
月 日 曜日 会　　議　　名

2

20 火 本会議（会期の決定、提案説明）

26 月 本会議（一般質問）

27 火 本会議（一般質問）

28 水 本会議（一般質問、議案質疑、委員会付託）

3

1 金 予算委員会（質疑、分科会分担・委託）

4 月 総務委員会・予算委員会総務分科会

5 火 総務委員会・予算委員会総務分科会

6 水 教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会

7 木 教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会

8 金 経済委員会・予算委員会経済分科会

11 月 経済委員会・予算委員会経済分科会
建設環境委員会現地視察

12 火 建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会

13 水 建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会

18 月 予算委員会（分科会長報告・質疑、討論、採決）

22 金 本会議（委員長報告・質疑、討論、採決）

⿟松江を豊かにする多様な農業人材の
育成

●10年先、20年先の子どもたちの心
に残る教育を
⿟リニューアル後のプラバホール

ふるさと教育をますます充実させて 
いただきたいが所見を伺う

基礎学力の習得は大事なことだが、学校は知・徳・体
のバランスの取れた学びが求められる。ふるさとへの愛
着や誇りの醸成、地域に貢献しようとする意欲の喚起こそ、
公教育の場でつけたい力ではないか。これからも松江の
ふるさと教育をますます充実させていただきたいと願うが、
教育長の所見を伺う。

子どもたちの学ぶ意欲や生きる力を 
育む上で、その果たす役割は大きい

体験的な学びや多様な人々との出会いを経験すること
で、世界の中のふるさと松江を知り、愛着を深め、夢の
実現に向けて、自ら学ぶ動機づけにしていく、これが非
常に重要である。
主体的に取り組む力、多様性を尊重しながら、確かな

学力を身に付け、たくましく生きる力を持った子どもた
ちを、今後も育み続けていきたい。

質 問

回 答

⿟美保基地と平和
⿟原発汚染水放出と島根原発
⿟気候変動・猛暑・大雪対策
⿟医療や保育の現場へ物価高騰支援を
⿟松江市ガス局の民営化について
⿟再エネビジョンとメガソーラー
●子どもの意見尊重する松江へ
⿟赤貝（サルボウガイ）と中海振興

「安心して学校に」子どもたちの声にこたえ、
学校のトイレに生理用品を

松江市は子どもたちの考えを尊重する「＃こどもまん
なか松江」を提唱している。令和4年8月から市民団体
が市内の小中学校5校で「学校のトイレに生理用品を」
と生理用品の寄附とアンケート調査に取り組んだ。小学
4年から中学2年までの338人が回答し、285人が「安
心して学校にいける」200人が「トイレの個室にあった
方がよい」と回答した。
松江市は現在、市内3か所の公共施設のトイレに生理

用品を設置している。子どもたちの声に応え、市内の小・
中・義務教育学校、高校のトイレの個室に生理用品を置
くべきと考えるがどうか。

児童生徒の気持ちや意向を把握したい
教育委員会としても、児童・生徒の気持ちや意向を詳

細に把握したいと考えており、独自のアンケート調査な
どを実施し、現状把握に取り組んでいく。

質 問

回 答

●不登校支援について
⿟措置制度である養護老人ホームにつ
いて
⿟障がいがある方の参政権の保障につ
いて

「不登校・いじめ緊急対策パッケージ」の 
取り組みについて伺う

令和4年度の全国の不登校児童生徒数は29万9千人で
過去最多となり、文部科学省は「不登校・いじめ緊急対
策パッケージ」を通知し、校内教育支援センター設置や
ICT環境の整備、学びの多様化学校等の設置促進を示し
た。安心して過ごせる居場所づくり、フリースクールへ
の公的支援は喫緊の課題だが、今後の取り組みについて
伺う。

実情に合った校内教育支援センター、 
学びの多様化学校について研究したい

各校の実情に合った校内教育支援センターを運営し支
援につなげたい。学びの多様化学校については、情報収
集しその効果を研究したい。フリースクールは安心して
過ごせる居場所として、また多様な学びの場の選択肢の
一つと認識しており、公的支援については、市内フリー
スクールの実態調査を行い、検討を進めたい。

質 問

回 答

たちばな　ふみ
（共産党市議団）

舟
ふな

木
き

　健
けん

治
じ

（共産党市議団）

三
み

島
しま

　　明
あきら

（明政会）
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賛否の分かれたもの

令和5年11月定例会の議員別表決結果

議案等番号 案　件　名 委員会の
審査結果

賛　否　状　況　※

議決結果

　　　志翔の会 松政クラブ 明政会 民主ネットワーク 公明クラブ 日本共産党
松江市議団 無会派
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市長提出議案

議 第 91 号 松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決
議 第 151 号 令和５年度松江市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決
議 第 164 号 松江市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決

議 第 165 号 松江市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の
一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決

請願・陳情
陳情 第 52 号 議会会議録のWebサイト公開について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 不採択
陳情 第 53 号 日吉ふれあい会館閉鎖の「通知を撤回」し、「現状での存続」を求める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 不採択

議案番号 案　件　名

議 第 114 号 松江市情報公開条例及び松江市個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正について

議 第 115 号 松江市障がいのある人もない人も共に住みよいまちづくり条例の一部改正について

議 第 116 号 松江市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

議 第 117 号 松江市総合文化センター大規模改修（空気調和設備）工事の請負変更契約締結について
議 第 118 号 財産の無償譲渡について
議 第 119 号 財産の取得について
議 第 120 号 市道路線の廃止について
議 第 121 号 市道路線の認定について

議 第 122 号 松江市及び米子市並びに境港市が締結した定住自立圏形成協定の一部変更について

議 第 123 号 松江市及び米子市並びに安来市が締結した定住自立圏形成協定の一部変更について
議 第 124 号

指定管理者の指定について～
議 第 150 号

議 第 152 号 令和5年度松江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

議 第 153 号 令和5年度松江市宍道国民健康保険診療施設事業特別会計補正予算（第1号）

議 第 154 号 令和5年度松江市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第1号）

議 第 155 号 令和5年度松江市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

議案番号 案　件　名
議 第 156 号 令和5年度松江市水道事業会計補正予算（第2号）
議 第 157 号 令和5年度松江市下水道事業会計補正予算（第3号）
議 第 158 号 令和5年度松江市ガス事業会計補正予算（第2号）
議 第 159 号 令和5年度松江市交通事業会計補正予算（第3号）
議 第 160 号 令和5年度松江市病院事業会計補正予算（第2号）

議 第 161 号 松江市総合文化センター大規模改修（建築）工事の請負変更契約締結について
議 第 162 号 財産の無償譲渡について
議 第 163 号 松江市職員の給与に関する条例等の一部改正について
議 第 166 号 令和5年度松江市一般会計補正予算（第7号）

議 第 167 号 令和5年度松江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

議 第 168 号 令和5年度松江市宍道国民健康保険診療施設事業特別会計補正予算（第2号）

議 第 169 号 令和5年度松江市後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第2号）

議 第 170 号 令和5年度松江市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

議 第 171 号 令和5年度松江市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算（第1号）
議 第 172 号 令和5年度松江市水道事業会計補正予算（第3号）
議 第 173 号 令和5年度松江市下水道事業会計補正予算（第4号）
議 第 174 号 令和5年度松江市ガス事業会計補正予算（第3号）
議 第 175 号 令和5年度松江市交通事業会計補正予算（第4号）
議 第 176 号 令和5年度松江市病院事業会計補正予算（第3号）

全会一致で可決したもの
市長提出議案
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令和5年11月定例会の議員別表決結果

議案等番号 案　件　名 委員会の
審査結果

賛　否　状　況　※

議決結果

　　　志翔の会 松政クラブ 明政会 民主ネットワーク 公明クラブ 日本共産党
松江市議団 無会派
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市長提出議案

議 第 91 号 松江市ガス事業譲渡先選定委員会条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決
議 第 151 号 令和５年度松江市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決
議 第 164 号 松江市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決

議 第 165 号 松江市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の
一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 原案可決

請願・陳情
陳情 第 52 号 議会会議録のWebサイト公開について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 不採択
陳情 第 53 号 日吉ふれあい会館閉鎖の「通知を撤回」し、「現状での存続」を求める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 不採択

○：賛成　　●：反対　　議：議長　　除：除斥　　空欄：欠席、不在等

この表は電子表決の集計結果に基づき作成しており、賛否が分かれた議案等について結果をお知らせします。

請願・陳情についてはこちら
（松江市議会ホームページへ）

議員提出議案
議案番号 案　件　名

議員提出議案第4号 松江市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について

議員提出議案第5号 企業版ふるさと納税制度の延長を求める意見書について

議案番号 案　件　名
議員提出議案第6号 緊急浚渫推進事業債の延長を求める意見書について
議員提出議案第7号 認知症との共生社会の実現を求める意見書について

議員提出議案第8号 パレスチナ地域における人道支援に関する決議について

陳情審査結果

陳情
第52号

議会会議録のWebサイト公開について
（陳情者）
議会の「見える化」を求める市民の会
福嶋　怜美　　伊藤　孝志

（委員の意見：議会運営委員会）
・�会議録の作成については、正確かつできる限り短期間で完成するよう取り組まれている。そして、会議録の完成まで
は動画を視聴することができ、機会損失や時間損失を招いているとまでは言えないと考えるため、不採択。
・�情報発信は非常に大事なことであり、議会で話し合いながら迅速化を求めて改善してきた。現状を超えてさらに迅速
に公開していくことは難しいと考えるため、不採択。
・�機会損失には当たらないと考えている。陳情の内容は、すでに取り組んでいる、もしくはこれから取り組もうとして
いるものであるため、不採択。

陳情
第53号

日吉ふれあい会館閉鎖の「通知を撤回」し、「現状での存続」を
求める陳情

（陳情者）
日吉ふれあい会館存続の会　井上　愛子

（委員の意見：教育民生委員会）
・�自治会からの意見を集約した上で結論を導いており、地元の方との対話も一定程度されている。また、施設閉鎖後の
対応についても検討されていることから、不採択。
・�松江市では、広い地域も狭い地域も各地区1つの公民館に集約するという方向性で進めており、八雲だけこれを認め
ることはできないと考え、不採択。
・�自治会内での意見の取りまとめという点でも、まだ課題が残っている状況であり、日吉地区以外の方の利用もある中で、
広く住民の声を聞き物事は決めるべきであると考え、採択。

不採択となったもの

※議員の賛否の状況は、委員会の審査結果に対する賛否となります。
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総合交通対策特別委員会� （12/18開催）

～松江市地域公共交通計画について～
都市整備部より、公共交通の現状・問題点及び課題の整理と計画の基本方針について説明を受けた後、質疑を行
いました。基本方針として「持続可能な公共交通体系を構築するため、限りある輸送資源を効率的に活用した適材
適所の交通サービスを提供する」「市民の生活の質の向上と、まちの賑わいの創出のため、だれもが利用しやすい交
通ネットワークを整備する」の2点が掲げられ、路線・ダイヤ見直しによる運行効率化やAIデマンドバスの運行、
担い手確保のための支援やデジタル技術を活用した利用実績の可視化などについて説明がありました。先進地での
視察等を通じて見聞を深め、今後も課題の解決に向けて取り組んでいきます。

新庁舎建設特別委員会� （11/14開催）

～新庁舎第2期移転の計画について～
財政部より、新庁舎第2期棟が令和7年10月に完成後、各部署の移転を順次行い、令和8年5月7日の全館オー
プンを目指していくとの説明がありました。
委員から、移転にかかる経費削減について質疑があり「第2期棟完成後、計画的に移転を進め、引っ越し業者の
繁忙期である3月を避けて移転することで、経費の削減を図る」との答弁がありました。
また、全館オープンの時期が当初計画とずれることについての質疑に対し「当初は令和7年秋に建物ができ、令
和7年の年末から年明けぐらいのところで全館オープンというイメージであったが、第1期棟移転の経験をもとに
移転計画を具体化させると、令和8年5月ぐらいになる」との答弁がありました。

松江市総合計画特別委員会� （12/14開催）

～令和4年度の松江市総合計画の実施状況について～
松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」について、令和4年度の実施状況の概要報告がありました。本計
画は実効性、即応性を高めるために政策項目ごとの評価検証を毎年実施しており、KPI（※）総数105項目のうち、
令和4年度の実績値の把握が困難な項目などを除いた72項目について評価を行い、達成した項目は38項目との報
告がありました。
委員から、総合計画実施状況にかかる市民への周知について質疑があり「松江市総合計画審議会の結果はホームペー
ジで公開しており、総合計画の取り組みについては、出前講座で説明している。今後も総合計画の実施状況の報告
や周知に努めていく」との答弁がありました。
このほか、10月12日開催の松江市総合計画審議会での意見や松江市の人口動
態などについて報告がありました。
※KPI…重要業績評価指標。設定した目標に対して、どのくらい達成できてい
るのかを数値化するための指標。

松江市総合計画審議会
（松江市ホームページへ）

 委員会行政視察報告

～議会のICT化に向けて～
令和5年11月6日～ 8日
委員長　立脇　通也

【愛知県大口町】�議会改革について（タブレットの活用、
議会活動方針等）

【三重県四日市市】議会改革検討会議について
【三重県伊勢市】議会のICT化について

現在、松江市議会では、議会審議の円滑化・活性化・ペー
パーレス化を図るため、タブレットの導入を進めています。
本会議や委員会におけるタブレットの活用方法のほか、会
議で配る資料等のペーパーレス化について、他市町議会の
状況を調査しました。
松江市と姉妹都市提携を結んでいる愛知県大口町では、

令和元年から議会
においてタブレット
の運用が本格的に
始められており、議
会に関するほぼ全
ての資料を電子化
しています。ただし、
予算書や決算書等の見開きで読むことを前提とした資料に
関しては、希望者には紙の資料も併せて配付しており、見
開きのページが読みにくくなってしまうといったタブレット
のデメリットを補っているとのことでした。
大口町議会の取り組みに関する説明の後、実際の委員

会運営を想定した「模擬委員会」を開き、議案審査の際の
タブレットの具体的な操作等について、大口町議会の議会
運営委員会の委員によるマンツーマン形式での丁寧な説明
があり、理解を深めることができました。

議会運営委員会

〈タブレットを活用した議案審査の説明〉
（大口町役場）
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～�防災対策やネーミングライツ事業�  
� などについて視察～

令和5年10月17日～ 19日
委員長　森脇　勇人

【愛知県岡崎市】防災対策について
【三重県桑名市】�ネーミングライツ事業について�  

消防団充実強化の取り組みについて
【静岡県焼津市】防災航空隊の取り組みについて

岡崎市では、防災対策として、災害現場映像通報システ
ムなどの取り組み内容を伺いました。これは、災害現場等
において、通報者とテレビ電話を利用して通信することで、
現場の状況の確認や通報者のサポートのほか、その映像を
消防隊で共有し、スムーズな現場活動に生かすものです。

実際に映像で現場の状況を確
認でき、期待していた効果が
認められたということでした。
桑名市では、ネーミングラ

イツ事業などの取り組みを伺い
ました。現在、7つの企業とネー
ミングライツパートナーシップ
を結び、ネーミングライツ料の
ほか、施設の清掃活動や商品の提供などをいただいている
とのことでした。このほかにも様々な公民連携事業を推進
され、経常収支比率が改善しているとのことでした。
焼津市では、ドローンを活用し、災害現場の状況確認をする

防災航空隊の取り組みを伺いました。災害現場の状況確認の
ほか、火災現場を空撮し、消火活動の検証を実施したり、イベ
ント等で活用したりするなど、様々な面で活用をしていました。
いずれの事例も、松江市での取り組みに参考となるもの

であり、今後の議会活動の中でしっかりと生かしていきます。

総務委員会

〈災害現場映像通報システムの説明〉
（岡崎市消防指令センター）

～�不登校、ヤングケアラー、�  
� 認知症の対策について視察～

令和5年10月11日～ 13日
委員長　米田ときこ

【東京都福生市】�不登校総合対策（不登校特例校分教
室）について

【群馬県高崎市】ヤングケアラー SOS事業について
【東京都町田市】認知症施策について

福生市では、特に中学生の不登校が多く、長期化が懸
念されていたことから、令和2年4月、福生第一中学校に
不登校特例校分教室を設置されました。ここでは、在籍校
への復帰ではなく、不登校生徒の社会的自立を目標にして
います。支援の仕方が統一され、早期発見や長期化の解消
につながっています。
高崎市のヤングケアラー SOS事業は「高崎市の子どもは

高崎市で守る」という市長の
強い理念のもと、家事や家族
の介護等を日常的に行う子ど
もの負担軽減を図る必要性か
ら、令和4年度に始まった事
業です。教育委員会と福祉部
がワンチームで取り組むこと
で、学校と連携した早期発見
や、福祉事業者との連携、サービスの活用を図っています。
町田市は「認知症の人にやさしいまち」のビジョンの

もと、認知症の人や家族の視点を重視した地域づくりを進
めています。スターバックス店長からの提案により、認知
症カフェをお店で開催するようになり、街のカフェに気軽
に行くような感じで、本人や家族が喜んで参加されるよう
になったそうです。
不登校、ヤングケアラー、認知症など、本市にとって

も大変重要な課題です。先進地に学ぶことで、新たな視点
をいただきましたので、今後の議会活動に生かしていきた
いと思います。

教育民生委員会

〈ヤングケアラーSOS事業についての説明〉
（高崎市役所）

～観光施策、「食」を活用した事業、�  
� 有機農業推進事業を視察～

令和5年10月11日～ 13日
委員長　森本　秀歳

【神奈川県横須賀市】観光立市推進アクションプラン
【静岡県熱海市】宿泊税、観光DMOの検討状況
【神奈川県小田原市】�美食のまち小田原推進協議会の取り組み
【静岡県掛川市】有機農業産地づくり推進事業

横須賀市では、市内全域を大きなミュージアムに見立て、
市内に点在する、開国から近代につながる歴史や文化の見
どころと自然豊かなスポット、観光施設をつなぐ周遊ルー
トを「よこすかルートミュージアム」と称して観光誘客に
取り組んでいました。
熱海市は、近年観光客も団体から個人や小グループへ

と変化してきているこ
とから、観光地域づく
りの新たな推進体制と
なる「熱海型DMO（観
光地域づくり法人）」の
構築の検討、安定した
財源確保のため宿泊税
の導入に向け取り組み
を進めていました。
小田原市は、地物を生かした「美食のまちづくり」プ

ロジェクトに取り組み、民間事業者との連携により、地元
の豊かな食材や人材の付加価値を高め、「食」を活用した
事業を展開し、事業者の誘致や観光客増加等を図り、地域
経済の活性化につなげるとしていました。
掛川市は、国が示した「みどりの食料システム戦略」に

則り、お茶をはじめとする有機農業の推進に着手していま
す。お茶の海外輸出は年々増加し、学校給食の食材にも力
を入れているとのことでした。

経済委員会

〈有機農業産地づくり推進事業の説明〉
(掛川市役所)
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この度の能登半島地震で犠牲となられた方々
のご冥福を心よりお祈りするとともに、被災さ
れた皆様にお見舞い申し上げます。
議会広報等委員会委員になってようやく3年
目が過ぎようとしています。この委員会での大
きな仕事は、議会毎に発行する「まつえ市議会
だより」の編集制作です。しかしSNSが発達、
拡大するなかでは、我々の作る紙媒体は新聞同
様「速報性」が大きく劣ってしまいます。加え
て、本会議だけでなく委員会まで録画配信しよ
うかと検討されている現在では、紙媒体の優位
性は何であろうかと悩む毎日です。
� 議会広報等委員　錦織　伸行

編集後 記

10/ 5 ：�全国自治体病院経営都市議会協議会��
正副会長・監事・相談役会議（開催：
松江市）

10/19：�島根県市議会議長会 総会
11/12～�11/14：中国杭州市訪問（友好都

市提携20周年）

議長の公務議長の公務（主なもの）（主なもの）

議員定数等調査特別委員会を設置�（12/20）
議員定数及び議員報酬に関する調査研究を行うため、9人の
委員で構成する議員定数等調査特別委員会を設置しました。委
員は下記のとおりです。
◎立脇　通也（明政）○川島　光雅（志翔）　たちばなふみ（共産）
　石倉　茂美（志翔）　田中　明子（公明）　森脇　幸好（明政）
　津森　良治（民主）　森脇　勇人（松政）　三島　良信（松政）
� ◎委員長、○副委員長

～松江市・宝塚市姉妹都市
� 提携55周年記念事業～（10/21～22）
松江市と兵庫県宝
塚市は、昭和42年に
「特急やくも」がお互
いに停車する「ご縁」
で姉妹都市提携が結
ばれました。以来、
両市は市長、市議会
だけでなく文化、経
済、観光、スポーツ、
教育など幅広い分野
での交流はもちろん、
近年はお互いの市職員の人事交流や「災害時相互応援協定」な
ども結び、関係を深めてきました。
コロナ禍の影響により大規模な交流を控えていたところでし
たが、10月21日、22日に松江市長、市議会議長、議員だけで
なく、様々な分野でご活躍の各種団体の皆様にも沢山ご参加い
ただき、官民の訪問団（68名）で11年ぶりに宝塚市を訪れま
した。記念式典やレセプションが行われ、お互いの交流を深め
ました。

〈宝塚大劇場にて記念撮影〉

～駅周辺のまちづくり・環境基本計画について視察～
令和5年10月12日～ 13日

委員長　石倉　徳章
【広島県福山市】�働く・住む・にぎわいが一体となった

福山駅前について
【兵庫県姫路市】�姫路市環境基本計画の取り組みについて

福山市では、国から新しいまちづくりのモデル都市に選
定された「働く・住む・にぎわいが一体となった福山駅前」
をテーマに、官民連携による福山駅周辺再生の取り組みと
ウォーカブルな道路空間活用の取り組みを座学と現地視察
で調査しました。行政主導で再生ビジョンを示すことで、
民間との連携でより具体的かつ実効性の高いソフト・ハード
のプロジェクトを定めたデザイン計画を策定されていました。
現地視察の際には、いたるところから担当職員へ明るい

声掛けが見受けられ、官民の
良質な信頼関係と双方のまち
づくりへの熱量を感じました。
「官民それぞれの不動産
オーナーへビジョンを共有し、
共通認識を持つことが大切」
とのことで、今後の松江市の
まちづくりを進めていくうえ
でも参考となりました。
姫路市では、姫路市環境

基本計画についてと、脱炭素先行地域に選ばれた「姫路城
ゼロカーボンキャッスル構想」の取り組み内容について調
査しました。観光地としての脱炭素の取り組みについては
松江市も同様であり、国からの交付金事情や、観光分野な
らではの脱炭素に向けた取り組みの魅せ方、市全体の意識
の変化など参考となりました。

建設環境委員会

〈官民連携による福山市駅前
� 周辺再生の取り組みについて〉
（iti SETOUCHI（イチセトウチ））

「市議会だより」への皆さんのご意見をお寄せください
〒690-8540　松江市末次町86
議会広報等委員会（松江市議会事務局）

電話（0852）55-5053　ファックス（0852）55-5533
議会事務局メールアドレス　giji@city.matsue.lg.jp

本誌が皆さまのお手元に届くころ、春の足音が聞こえ始め
ているでしょうか。私が「議会だより」の編集に携わり、も
うすぐ2年が経ちます。今回初めてインタビュー記事を担当
し、改めて聴くこと伝えることの難しさを痛感致しました。
市民の皆さまに議会活動がもっと伝わる紙面になるよう、議
員一同試行錯誤しながら取り組んでおります。女性の感性を
生かしながら楽しんでいただける紙面づくりを目指して頑
張って参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

 議会広報等委員会委員 出川桃子

〒690−8540 松江市末次町86
議会広報等委員会（松江市議会事務局）

電 話（0852）55−5433
ファックス（0852）55−5533
議会事務局メールアドレス
giji@city.matsue.lg.jp

ホームページアドレス
http://www1.city.matsue.shimane.jp/gikai/

平成30年2月議会において、一般廃棄物処理手数料（いわゆる燃やせるごみ袋代等）の値上げが提案され、環境
行政の現状と課題についての議論を行いました。そこで今回は、一連の課題の解決に向けた取り組みについて、担
当である山内環境保全部長にインタビューしました。

追跡！　その後どうなった？
これまで議論してきた主要政策について、その後の動きや成果について取り上げます。

家庭用ごみ袋はなぜ値上げしなければならなかったのか？

一般廃棄物処理手数料改正の主たる目的は？
今回の目的は、ごみ総排出量の削減とリサイクル率の向上にあります。そこで

環境保全部としては、まず市民の皆様への説明をということで、松江市全域に
わたって各自治会に対し説明会の実施やパンフレットの配布などを行いました。
こうした説明会を通じて痛感したのは、エコクリーン（新ごみ処理施設）稼
働当時の説明不足により、残念なことに「エコクリーンはなんでも燃やせるか
らごみを分別しなくてもいい」といった誤った情報が市民に伝わってしまって
いることでした。そこで、ごみの出し方や分別の仕方など、もう一度意識を変
え理解を深めていただくために、丁寧で分かりやすい説明に努めたところです。

市民の皆さんに一番お伝えしたいことは？
それは、4Ｒ（リフューズ、リデュース、リユース、リサイクル）の趣旨をよく理解してもらい、毎日の生活の中

で4Rが自然とできるようなライフスタイルを心がけていただきたいということです。そのためにも、一層市民に寄
り添い、積極的に情報発信や啓発活動に努めていきたいと思っています。
また、「環境主都まつえ」の実現は、市民と行政の共創があってこそだと思っています。そこで、市民に身近なご
み出し日程表の様式についても、議会でもご意見をいただいたことを受け、様々な観点から再検討した結果、子ど
もから高齢者まで誰もが正しく分別してごみ出しがしやすいよう、平成31年度から元のカレンダー形式に変えるこ
とにしました。

ごみ処理経費削減に向けた行政の取り組みは？
今回の一般廃棄物処理手数料の改正による効果については今後の検証が必要ですが、数値的には家庭ごみ排出量
減少の兆しが見えてきています。また、ごみ処理経費の削
減についても徹底した取り組みが必要です。7年後には満
杯になる見込みの最終処分場をはじめとする、ごみ処理施
設の今後のあり方についても検討するとともに、ごみ処理
経費の約7割を占める委託費や施設管理経費についても見
直し、経費削減に努めます。
今後の一般廃棄物処理手数料のあり方については、この

5年間の取り組みを検証した上で検討していくこととして
います。

総務大臣感謝状贈呈
このたび、地方議会の議
員として通算35年以上在職
し、地方自治の発展に功労
があったと認められ、比良
幸男議員に総務大臣から感
謝状が贈呈されました。
10月26日に東京の麹町
会館において、贈呈式が行
われ、本年度は187名、う
ち市議会議員は116名が感
謝状を贈呈されました。

インタビューを終えて…

循環型社会を構築し、きれいなまち松江を次世代に
引き継ぐためには、一定の負担はやむを得ないとご理
解いただいている市民の皆さんのためにも、次回一般
廃棄物処理手数料の改定にあたっては、市民生活に及
ぼす影響も小さくないことから、議会としてもしっか
り検証を行った上でその必要性を議論していかなけれ
ばなりません。

　いろいろなご意見をいただいており、ありがとう
ございます。ご意見については、委員会の場で検討
させていただいております。
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〈熱い思いを語る山内環境保全部長〉

12 まつえ市議会だより　2018. 11月定例会

松江市議会

〈挨拶する吉金議長〉


